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カエデ類に

劣らず紅葉

の 美しい

ウルシ科の

ヌルデ 

秋になって寒くなってく

ると樹木は水分の吸収な

どの活動が衰えてきま

す。一方で、時期的に空

気が乾燥しはじめ、樹木

は水分を出す蒸散を活発

化させます。すると、水

分の吸収・放出のバラン

スが合わないので、蒸散

を避けようと葉に離層を

作ります。これにより水

分や栄養素が樹木と葉の

間で遮断されます。 

ただ、葉の内部ではしば

らくは光合成が行われ、

それによりできた糖はア

ントシアニンという紅葉

の色素に変化していきま

す。 

元々あったクロロフィル

（葉緑素）がやがて分解

されると、アントシアニ

ンにより紅葉します。 

中にはアントシアニンを

作らない樹木もありま

す。この場合はクロロフ

ィルが分解されると緑色

が消え、元々もっていた

カロテノイドという黄色

い色素が表にでてくるた

め、葉は黄色くなります。 

また、アントシアニンあ

るいはカロテノイドが酸

化するとフロバフェンと

なり（但し、諸説あり）、

これが褐葉になります。 
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定例観察会のお知らせ（費用等負担はありません） 

毎週土曜･日曜の午前１０時と午後１時から「NPO法人かながわ森林インストラクターの会」会員が水源林をご案内

します。やどりき水源林ゲート前までお越しください。なお、冬季（１２月・１月・２月）は安全確保のため休止し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花が山吹色

をつけるヤ

マブキは、黄

葉になりま

す。 

この褐葉

は、飛騨の

朴葉味噌

で有名な

ホオノキ 

 

落葉樹なの

に夏に落葉

するのでナ

ツボウズ。今

の時期は葉

が青々とし

ています。 
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「やどりきで見られた生物」 

「お金に関する樹木」 

秋の水源林の１日 
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                         １１月のトピックス 

 木々が徐々に色づきはじめ、秋の足音が近

づいている今日この頃です。右の写真はヌス

ビトハギの果実です。この果実の形は盗人が

足袋をはいてつま先だけで静かに歩く、その

足跡に似ていることから名付けられたもの

です。秋の足音と共に盗人の足音も聞こえる

かも！？ 

１２月以降の水源林 

冬季（12月・1月・2月）は安全確保

のため森の案内人は休止致します。 

年明けは3月4日（土）から開始とな

ります。皆さまのお越しをお待ちして

おります。 

ミツマタ。樹皮が紙幣の原料になります。 
ミヤマシキミ。千両・万両ならぬ億万両の別

名を持ちます。 

サワガニ

は凍らな

い越冬場

所を求め

て落ち葉

のある所

へやって

来たよう

です。 

 

ヤドリキでは人

の血を吸うヤマ

ビルが問題とな

っています。が、

こちらは吸血し

ません。ミミズな

どを丸飲みする

クガビルの仲間

です。路上を這っ

ていました。 

交換後の巣箱 

「動物調査班の活動」 

動物調査班では先日、ムササビやモモンガの住み家となる巣箱を

チェック。破損したものについて一部交換作業を実施しました。 


